
「Un
io

n
 is P

o
w

e
r

」 

― 

産
業
組
合
岩
手
県
青
年 

連
盟
に
集
う
若
人
に
新
渡
戸
稲
造
が
与
え
た
遺
訓
で
あ
る
。 

今
号
で
は
こ
れ
を
中
心
テ
ー
マ
に
、 

達
増
知
事
を
囲
む
座
談
会
を
特
集
し
た
。 

新渡戸稲造の世界 第25号 

一般財団法人 新渡戸基金 

 特集 創刊２５年記念号 ― 夏目漱石没後１００年によせて 

夏目漱石没後百年により、今号は漱石と新渡戸稲造との出会いや人間的、思想的な違いを特集した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ、電話・FAX でのご注文は下記までお願いします。E-mail でもお受けいたします。 

一般財団法人新渡戸基金  〒020-0024 岩手県盛岡市菜園1-4-10 TEL:019-654-3279 FAX:019-652-4213 

E-mail : fund@nitobe.com  ホームページ「新渡戸稲造の世界」  http://www.nitobe.com/ 

 

「新渡戸稲造の世界」第 25 号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０５７円  送料／１冊３００円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

Ａ５判・２３１ページ 定価２，０５７円 

  

大
阪
の
「
咲
く
や
こ
の
花
館
」
に
…
…
全
く
人
知
れ
ず
、
目
立
た
ず
、
ひ

っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
ニ
ト
ベ
カ
ズ
ラ
。
萩
無
き
台
湾
で
、
こ
の
小
さ
な
花

を
代
わ
り
に
と
賞
で
、
い
つ
く
し
ん
だ
新
渡
戸
稲
造
の
心
を
、
私
は
魂
の
底

か
ら
な
つ
か
し
ん
だ
。 

 
本
誌
を
飾
る
各
論
も
、
こ
の
花
の
よ
う
で
あ
り
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
監
修
後
記
よ
り
） 



『新渡戸稲造の世界』第２５号のご案内 
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【論 文】 

特 集 創刊２５年記念号 ― 夏目漱石没後１００年によせて 

１ 新渡戸稲造を巡る長尾半平と夏目漱石 太 田  愛 人 

社会福祉法人愛の家ファミリー・

ホーム理事長、日本エッセイス

ト・クラブ常務理事 

２ 
新渡戸稲造と夏目漱石 

 ― 欧米留学体験と西洋観を中心にして 
ｱﾝﾄﾆｳｽ･ﾌﾟｼﾞｮ 東北大学大学院文学研究科 

３ 成立学舎舎長・中原貞七のこと 新渡戸基金編集部  

 

４ 
二瓶要蔵論序説 ― 新渡戸門下・矢内原忠雄と 

河井道の「同志」として 
村 松  晋 

聖学院大学人文学部日本文

化学科教授 

５ 
新渡戸稲造の「修養」（言志四録）考 

「武士道」と共に現代日本の「青年」に贈る言葉 
窪 田 哲 夫 

拓殖大学日本文化研究所客員

教授 

６ 新渡戸稲造と『実業之日本』 森 上 優 子 
お茶の水女子大学比較日本学

教育研究センター客員研究員 

【随 想】 

 

新渡戸稲造最晩年の講演「連盟の過ちは何故か」 長 尾 輝 彦 北海道大学名誉教授 

新渡戸研究を志して 谷 口  稔 
横浜国立大学博士課程後期在

学 

東北の新渡戸記念館巡礼 ﾀ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 直美 
マサチューセッツ州立大学ア

マースト校 建築学科 助教授 

ムーミン谷の新渡戸稲造 工 藤 哲 人 
岩手めんこいテレビ報道制作

部主任 

台湾紀行 台湾糖業博物館を見学して 三 上 節 子 
「新渡戸稲造と札幌遠友夜学

校を考える会」運営委員 

８周年を迎えた新渡戸国際塾 姉 歯 武 司 新渡戸国際塾事務局長 

【講 演】 

 
東山ユネスコ協会文化講演会 

「最晩年の新渡戸稲造」 
佐 藤 全 弘 大阪市立大学名誉教授 

【資 料】 

 小兒預所 
新 渡 戸 稻 造 

 同  まり子 
『太陽』第貮卷第拾四號より 

 英国国際連盟協会機関紙における新渡戸稲造記事 番 定 賢 治 

東京大学大学院総合文化

研究科国際社会科学専攻

博士課程 


